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【児童福祉分野（保育所）】

あけぼのひだまり保育園

社会福祉法人 あけぼの会

保育所

理事長：安家 比呂志 / 園長：小島 美恵

30 （34名）

事 業 所 所 在 地
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平成 27年 4月 1日

正規 14 非正規 1

専 門 職 員 ※

保育士 １３名
看護師  １名
栄養士  １名

有

施設・設備の概要※

［居室］

［設備等］
０歳児28.54㎡ 1歳児…35.35㎡ 2歳児…35.98
㎡
調理室…15.20㎡ 一時保育…25.12㎡ 乳児用トイ
レ…2か所 沐浴室…5.37㎡
設備等…冷暖房・床暖房
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【理念・基本方針】

【施設・事業所の特徴的な取組】

法人理念
・個人の尊敬を旨として利用者に対して最善のサービスの提供に努めます
・社会貢献を念頭に置いた地域福祉の拠点となる施設運営を目指します

保育理念
・生活を通して、自分を発揮できる素地を培う
・生活を通して、思いやりが持てる心を育む
・生活を通して、健康な心身を育む

①（担当制）
担当制を取り入れ、特定の保育者との信頼関係を大切に、心地よい園生活が過ごせ
る様努力しています。
また家庭との連絡をハンドブック（連絡帳）で密に行い、保護者の気持ちをくみ取
りながら個々の子どもの成長に合わせたアドバイスを行っています。

②（食育）
旬の素材を取り入れ、薄味、和食を中心とした献立を栄養士が作成し、調理してい
ます。調理前の食材を栄養士が子どもに見せることで興味を持ち、食べてみようと
する姿が見られる等、食に対する姿勢に変化が見られています。
園で育てたキュウリやトマトを収穫し採りたての野菜を食べる、夏みかんをジャム
にして昼食の食材にするなど、保育士と栄養士が一体となり、楽しい雰囲気の中で
大人も一緒に食べる事を大切にしています。
食器は陶磁器を使用、アレルギー食への配慮も行っています。

③（保育参加）
子ども達が安定した９月から２月の間に、保護者の方に半日「保育士」として子ど
も達と一緒に過ごし昼食を食べて頂いた後、個人懇談を行っています。
我が子の成長だけでなく他児との関わりやトラブルなども見て頂くことで、集団生
活で起こる様々なトラブルに対しての理解も深まり、保護者同士の関係が良くな
る、発達が気になる子どもへの声掛けのきっかけとなる、先を見通した子育てが見
える等、プラス面が多く、昼食も美味しいと父・母とも１回ずつ参加される方も多
くおられます。また、家庭での保護者の方の子どもへの関わり方が見られ、個々に
合わせた保育での配慮が見えてきます。

④親子遠足（１０月）・クリスマス会（１２月）・懇談会（１１月）・懇親会（２
月）
育て心を一つにをテーマに、保護者参加型の行事を行っています。
親子遠足では、万博公園のトレインに全員で乗り、年齢に合わせた散策を楽しんだ
あと、一緒に食べたお弁当は格別だったようで、集合写真に写っていた保護者の笑
顔が印象的でした。夕方まで遊んでいたご家庭もあったようです。
クリスマス会は、保護者会企画の人形劇を見た後、各クラスに分かれて製作を楽し
んでいる中、サンタの登場とプレゼントに大喜びの子ども達。全家庭出席でした。
ひだまりの集い・懇談会・懇親会では、園の方針や日々の子育ての悩み、進級につ
いて等、疑問に思うことや悩みを気兼ねなく話せるよう、また共有できる場を設け
ています。
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【評価機関情報】

第 三 者評 価機 関名

大 阪 府 認 証 番 号

評 価 実 施 期 間 ～

評 価 決 定 年 月 日

評価調査者（役割） （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

平成28年6月20日

0501C051 運 営 管 理 委 員

1401C012 専 門 職 委 員

大阪府社会福祉協議会 総務企画部第三者評価室

270002

平成28年2月23日 平成28年6月20日
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◆評価機関総合コメント

◆特に評価の高い点

◆改善を求められる点

【総評】

 社会福祉法人あけぼの会あけぼのひだまり保育園は、豊中市が保育所待機児童の解消に
向け、保育所を運営する社会福祉法人の公募により平成２７年４月１日に開設された乳児
の保育園です。豊中市立第十三中学校内に設置されていた芝原老人デイサービスセンター
廃止後のスペースを活用し、中学校の裏門横に和風の正面玄関があります。生後５７日か
ら３歳未満児の子どもたちが安心して過ごせるように、限られたスペースではあります
が、できるだけ家庭に近い環境で生活できるように工夫されています。「人っていいな」
「人が好き」と子どもたち自身が感じられるような関わりを大切にした保育を心掛けてい
ます。理事長はじめ職員が一体となって、今後社会貢献を念頭に置いた地域福祉の拠点と
なるような施設運営を目指しています。

（注）判断基準「abc」について
【平成27年度以前の基準とは異なるため、当評価結果との比較はできませんのでご留意ください】
 （a）は質の向上を目指す際の目安となる状態、（b）は多くの施設・事業所の状態、（c）はb以上の取り組
みとなることを期待する状態、に改訂されました。改訂後の評価基準に基づいた評価では（ｂ）が一般的な取
組水準となり、従前に比べて（b）の対象範囲が広がります。また、改正前に（a）であった評価項目が改正後
の再受審で（a）を得られなくなる可能性もあります。

中学校敷地内での保育環境づくりへの取り組み
 中学校校舎内で、子どもたちが日々の生活・あそびを通して感性豊かに育つように、保
育環境の工夫に努めています。木の温もりを感じる園舎・子どもたちが覗けるあちこちに
ある小窓・柔らかい土のある園庭等、これらの環境を通して、乳児期における子ども一人
ひとりののびやかな生活が展開されています。

子どもの健康管理
 看護師が毎日午前と午後に全園児の視診を行い、保育士と連携しながら子どもたちの日
常における体調管理に努めています。また、内科健診は年６回、歯科健診は年２回実施し
ています。保護者から事前に気になる面を聴取し把握したうえで、各健診を受診し、その
結果を保護者と共有しています。

保育課程及び指導計画の作成
 保育課程は、「保育の実践に学び、実践に返す」ことの積み重ねと継続、地域の実態や
子どもや家庭の状況などを考慮し、全職員参画のもとで編成することが望まれます。ま
た、保育課程に基づいて指導計画を策定し、保育の質の向上を図るために、計画→実行→
評価→改善のPDCAサイクルを継続的に実施することが望まれます。

全般的な記録の整備
 全般的な「記録」に関して改善が望まれます。記録の取り方及び日付順に一つにまとめ
るなどの整理・分類の仕方や様式を見直し、改定日や改定内容がわかるように記録するこ
とにより、これらの積み重ねから保育の見直しや改善点の抽出等に繋げる仕組みづくりが
望まれます。
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◆第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

・別紙「第三者評価結果」を参照

◆第三者評価結果

 評価を受けた内容については、職員会議で話し合いを行い、すぐに改善できる点は取り
組みを始めています。その他、取り組み必要事項についても見直し・改善を継続的に行
い、更なるサービスの向上に取り組んで参ります。
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評価結果

Ⅰ-１-(1)-① b

（コメント）

評価結果

Ⅰ-２-(1)-① b

（コメント）

Ⅰ-２-(1)-②  経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている。 b

（コメント）

Ⅰ-２ 経営状況の把握

Ⅰ-２-(1) 経営環境の変化等に適切に対応している。

 事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されてい
る。

園長は、市の保育申請状況等により待機児童を含む地域の状況を把握し、また、子
育て支援事業の参加者から保育ニーズを把握しています。

理事長より、園の経営課題や改善内容を明確にして、職員に説明しています。

第三者評価結果

評価対象Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ-１ 理念・基本方針

Ⅰ-１-(1) 理念、基本方針が確立・周知されている。

 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。

法人・保育所の理念や保育理念に基づく保育方針が明文化され、園の内外に広く理
解が深まるようにパンフレットやホームページ・園のしおりに記載されています。
年度初めの職員会議では、事業計画等を基に理念と方針の説明を行い周知を図って
います。また、保護者には新入園児説明会、クラス懇談会等で説明を行っていま
す。
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評価結果

Ⅰ-３-(1)-① b

（コメント）

Ⅰ-３-(1)-② b

（コメント）

Ⅰ-３-(2)-① c

（コメント）

Ⅰ-３-(2)-② b

（コメント）

評価結果

Ⅰ-４-(1)-① b

（コメント）

Ⅰ-４-(1)-② b

（コメント）

 福祉サービスの質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能し
ている。

行事や日々の保育の内容については、定期的に職員会議・クラス会議・チーフ会議
にて話し合い、見直しが行われています。

 評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明確にし、計
画的な改善策を実施している。

園長や主任が中心になって、職員会議で課題や改善策について話し合われていま
す。今後、評価結果を分析した内容やそれに基づく課題等について文書化し、職員
間で課題の共有化が図られることが望まれます。

 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行わ
れ、職員が理解している。

事業計画は、理事長・園長・主任の意見を集約して策定されています。職員には、
４月に口頭にて説明しています。今後、事業計画は、職員の参画や意見の集約・反
映のもとに策定し、会議等の内容を記録に残すことが求められます。

 事業計画は、利用者等に周知され、理解を促している。

事業計画について、保護者には入園説明会等にて資料を基に説明しています。ま
た、園のホームページにも公開しています。

Ⅰ-４ 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

 Ⅰ-４-(1) 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

Ⅰ-３-(1) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている。

地域の現状、人材、国の制度改革、予算等を踏まえた中長期計画が策定されていま
す。開園一年目を終了する平成２８年３月には見直す予定です。

 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。

中長期計画を踏まえて事業計画が作成されています。施設整備等が事業計画に反映
されています。

Ⅰ-３-(２) 事業計画が適切に策定されている。

Ⅰ-３ 事業計画の策定
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評価結果

Ⅱ-１-(1)-① b

（コメント）

Ⅱ-１-(1)-② b

（コメント）

Ⅱ-１-(２)-① b

（コメント）

Ⅱ-１-(２)-② b

（コメント）

 福祉サービスの質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮
している。

園長は、保育の質の向上に向けて園内研修等を行っています。

 経営の改善や業務の実行性を高める取組に指導力を発揮してい
る。

園長は、理事長・主任と相談しながら、経営改善の内容を把握した上で職員の働き
やすい環境づくりに努力しています。

Ⅱ-１-(1) 管理者の責任が明確にされている。

 管理者は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図って
いる。

園長の役割と責任については運営規程にて文書化され、職員にも会議で表明してい
ます。有事（災害・事故等）における役割と責任についても文書化しています。

 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。

園長は研修に参加し、遵守すべき法令等の理解に努めています。今後は、職員に対
して遵守すべき法令等を周知し、また、遵守するための体制づくりが望まれます。

Ⅱ-１-(２) 管理者のリーダーシップが発揮されている。

評価対象Ⅱ 組織の運営管理

Ⅱ-１ 管理者の責任とリーダーシップ
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評価結果

Ⅱ-２-(1)-① b

（コメント）

Ⅱ-２-(1)-② b

（コメント）

Ⅱ-２-(２)-① b

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-① b

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-② b

（コメント）

Ⅱ-２-(３)-③ b

（コメント）

Ⅱ-２-(４)-① b

（コメント）

 職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。

夏の研究会は、職員一人ひとりが学びたい内容の研修に参加し、研修後は、研修報
告書を作成しています。

Ⅱ-２-(４) 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の教育・育成について体
制を整備し、積極的な取組をしている。

実習生の受け入れの意義・方針は「実習生受け入れの手引き」に明文化していま
す。今年度は実習生の申し込みはありませんでした。

園長は、職員の有給休暇の取得率や時間外労働状況、疾病状況等を常に把握してい
ます。福利厚生として独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共
済事業に加入しています。

Ⅱ-２-(３) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。

開園1年目のため職員の個人面接はまだ実施していませんが、年度末に行う予定で
す。今後、あけぼのひだまり保育園としての「期待する職員像」をより明確にし、
一人ひとりの目標管理を適切に行うための仕組みを構築することが望まれます。

 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研
修が実施されている。

中長期計画や事業計画に人材育成に関して明記しています。園全体の研修計画とそ
の具体的な内容を策定し、研修を実施しています。

 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、
取組が実施されている。

園長は、民間保育園連合会の就職フェアに参加するなど、必要な人材確保に取り組
んでいます。人材確保や育成について具体的な計画を作成し、計画に基づいて実施
することが望まれます。

 総合的な人事管理が行われている。

法人で策定された人事評価を取り入れ、年２回の職員との個別懇談を行い、個々の
課題等について話し合う予定です。

Ⅱ-２-(２) 職員の就業状況に配慮がなされている。

 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組ん
でいる。

Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成

Ⅱ-２-(1) 福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

9



評価結果

Ⅱ-３-(1)-① b

（コメント）

Ⅱ-３-(1)-② b

（コメント）

評価結果

Ⅱ-４-(1)-① a

（コメント）

Ⅱ-４-(1)-② b

（コメント）

Ⅱ-４-(２)-① a

（コメント）

Ⅱ-４-(３)-① b

（コメント）

Ⅱ-４-(３)-② a

（コメント）
幼保小連絡会議・地域子育ち・子育てネットワーク会議に参加し、地域の福祉ニー
ズの把握等情報収集に努めています。把握したニーズに基づいて、地域子育て支援
事業に取り組んでいます。

 福祉施設・事業所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等
との連携が適切に行われている。

池田子ども家庭センター・千里保健センター等の関係機関と定期的に情報交換を行
い、連携しています。

Ⅱ-４-(３) 地域の福祉向上のための取組を行っている。

 福祉施設・事業所が有する機能を地域に還元している。

園庭開放や地域の０・１歳児の親子を対象にした「ひだまり広場」等を行い、地域
の方々が参加しています。また、地域の乳児の保護者に授乳やおむつ交換が可能な
スペース、乳児の遊び場を提供する「あかちゃんの駅」事業にも取り組んでいま
す。可能な限り一時保育も受け入れています。

 地域の福祉ニーズにもとづく公益的な事業・活動が行われてい
る。

Ⅱ-４-(1) 地域との関係が適切に確保されている。

 利用者と地域との交流を広げるための取組を行っている。

把握した子育てニーズに基づいて、園庭開放やあかちゃんの駅（おむつ替えや授乳
ができる場所の提供）等の子育て支援活動を行っています。その際には子育て相談
にも応じています。

 ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立
している。

ボランティアについては、その意義や方針をマニュアルに明記し、「ボランティア
のしおり」にて参加者に説明しています。豊中市社会福祉協議会を通して、夏休み
の参加者が多くあり、特に高校生の参加が多かったです。

Ⅱ-４-(２) 関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ-３-(1) 運営の透明性を確保するための取組が行われている。

 運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。

ホームページに理念・方針、事業計画や財務状況を公開しています。また、園のパ
ンフレット・道路に面した掲示板を通して地域にも情報提供しています。

 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われて
いる。

理事長・園長が定期的に事務・経理関係の確認をして、必要に応じて会計士に助言
を受けています。事務、経理等に関するルール及び権限・責任等を明確にし、職員
に周知することが望まれます。

Ⅱ-４ 地域との交流、地域貢献

Ⅱ-３ 運営の透明性の確保
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評価結果

Ⅲ-１-(1)-① b

（コメント）

Ⅲ-１-(1)-② b

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-① a

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-② a

（コメント）

Ⅲ-１-(２)-③ b

（コメント）

Ⅲ-１-(３)-① a

（コメント）

入園時に園のしおりをもとに保護者に対して保育内容や必要な情報を説明し、同意
を得ています。

 福祉施設・事業所の変更や家庭への移行等にあたり福祉サービス
の継続性に配慮した対応を行っている。

保育の継続性に配慮して、卒園、転園についての引継ぎ文書及び手順書を定めてい
ます。今後、保育園利用終了後も相談できることについて文書化し、保護者に配付
することが望まれます。

Ⅲ-１-(３) 利用者満足の向上に努めている。

 利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行ってい
る。

年２回のクラス懇談会、年１回の保育参加、個人懇談会等が行われ、保護者のニー
ズ調査を行っています。把握した保護者の意向については、職員会議等で話し合い
改善策を検討しています。今年度は２０１５年１１月に懇談会アンケートのまとめ
を行い、職員会議で話し合いをしています。

 利用者のプライバシー保護等の権利擁護に配慮した福祉サービス
提供が行われている。

法人の理念や方針に個人を尊重する姿勢が明示されています。今後、プライバシー
保護に関するマニュアルを整備し、職員に子ども、保護者のプライバシー保護に関
する知識や姿勢、意識を十分に周知することが望まれます。

Ⅲ-１-(２) 福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

 利用希望者に対して福祉サービス選択に必要な情報を積極的に提
供している。

園のパンフレットやホームページ等にて保育理念や保育内容についてわかりやすい
情報提供をしています。見学も事前に電話連絡をいただいた上で受け入れ対応して
います。

 福祉サービスの開始・変更にあたり利用者等にわかりやすく説明
している。

評価対象Ⅲ 適切な福祉サービスの実施

Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス

Ⅲ-１-(1) 利用者を尊重する姿勢が明示されている。

 利用者を尊重した福祉サービス提供について共通の理解をもつた
めの取組を行っている。

子どもの人権擁護等に関する事柄については、事業計画に明示し、保育理念からも
読み取ることができます。今後、子どもの尊重や基本的人権への配慮について組織
で勉強会・研修会を実施し、内容を記録することが望まれます。
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評価結果

Ⅲ-１-(４)-① a

（コメント）

Ⅲ-１-(４)-② b

（コメント）

Ⅲ-１-(４)-③ a

（コメント）

Ⅲ-１-(５)-① b

（コメント）

Ⅲ-１-(５)-② b

（コメント）

Ⅲ-１-(５)-③ b

（コメント）

 災害時における利用者の安全確保のための取組を組織的に行って
いる。

避難訓練は、毎月１回行われています。また、隣接する中学校の避難訓練の日に同
時に行うこともあります。災害に備えての備蓄をしていますが、備蓄リストの見直
しが望まれます。

保護者の意見を把握するために、行事の感想等のアンケートや懇談会の事前アン
ケートを行っています。意見等については、速やかに検討し、回答・改善できるよ
うに努めています。

Ⅲ-１-(５) 安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

 安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメン
ト体制が構築されている。

事故報告書に基づき安全確保の取り組みや見直しが行われています。今後、リスク
マネジメントの体制を整備し、その内容を全職員に会議等にて周知することが望ま
れます。また、事故防止に関する研修を実施して記録に残すことが望まれます。

 感染症の予防や発生時における利用者の安全確保のための体制を
整備し、取組を行っている。

感染症が発生した場合、職員会議等で報告を行い、情報の共有化を図っています。
感染症についての情報や注意喚起は保健だよりや園内の掲示にて保護者に伝えてい
ます。

Ⅲ-１-(４) 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。

苦情解決の仕組みについては、園のしおりに記載し、玄関にはポスターの掲示や意
見箱も設置しています。意見への対応策は、個別に周知するとともに、申し出た保
護者に配慮した上で掲示やおたよりにて他の保護者にも公表しています。

利用者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、利用者等に周知
している。

意見箱の設置や苦情解決に関する事柄を入園のしおりに記載し、入園の際には、保
護者に口頭にて説明しています。

 利用者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応してい
る。
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評価結果

Ⅲ-２-(1)-① b

（コメント）

Ⅲ-２-(1)-② b

（コメント）

Ⅲ-２-(２)-① b

（コメント）

Ⅲ-２-(２)-② b

（コメント）

Ⅲ-２-(３)-① b

（コメント）

Ⅲ-２-(３)-② a

（コメント）

子どもの発達状況や生活情報等は、それぞれ様式を定めて記録をしています。関係
職員の情報の共有化が正確に行われるためにも、子ども一人ひとりの保育の実施状
況の記録についてはひとまとめにする等、記録の整理方法を検討することが望まれ
ます。

 利用者に関する記録の管理体制が確立している。

 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。

日々の保育について気になる事があった場合、職員会議等で必要に応じて話し合
い、見直しを行っています。標準的な実施方法について、組織的に評価・見直しを
定期的に行い、職員の意見を反映しながら改善することが望まれます。

Ⅲ-２-(２) 適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

 アセスメントにもとづく個別的な福祉サービス実施計画を適切に
策定している。

入園前には、生活調査票の記入と面接をもとに、子どもや保護者の状況を把握して
います。入園後は、毎月末に関係職員によりアセスメントを行っています。子ども
と保護者の具体的な支援ニーズを把握し、個別の指導計画書に記載しています。ア
セスメントから計画の策定・実施・評価・見直しに至るプロセスを確立し、整理し
た記録を残していくことが望まれます。

記録の保管・保存・廃棄に関しては文書管理規程において定めています。個人情報
の保護について職員にはマニュアルで周知し、保護者には入園のしおりに記載し説
明して、個人情報取り扱いに関する同意書を得ています。

 定期的に福祉サービス実施計画の評価・見直しを行っている。

主任・チーフを中心に会議を行い、指導計画の評価・見直しを行っています。評
価・見直しにあたっては、保育の質の向上に関わる課題等を明確にし、標準的な実
施方法に反映することが望まれます。

Ⅲ-２-(３) 福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

 利用者に関する福祉サービスの実施状況の記録が適切に行われ、
職員間で共有化されている。

Ⅲ-２ 福祉サービスの質の確保

Ⅲ-２-(1) 提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。

提供する福祉サービスについて標準的な実施方法が文書化され福
祉サービスが提供されている。
一日の保育の流れを記載した「保育マニュアル」をもとに日々の保育を行っていま
す。標準的な実施方法の詳細については、経験のある保育士からの口頭での伝達に
なっていますので、子どもの発達に沿った保育の方法・保育士の関わり・配慮等基
本的な事柄について文書化し、研修等の実施により職員に周知することが望まれま
す。

13



評価結果

Ａ-１-(1)-① b

（コメント）

Ａ-１-(1)-② b

（コメント）

Ａ-１-(１)-③ a

（コメント）

Ａ-１-(１)-④ 非該当

（コメント）

Ａ-１-(１)-⑤ 非該当

（コメント）

児童福祉分野【保育所】の内容評価基準

Ａ-１ 保育所保育の基本

Ａ-１-(１) 養護と教育の一体的展開

保育所の保育の方針や目標に基づき、発達過程を踏まえ、子ども
の心身の発達や家庭及び地域の実態に即した保育課程を編成して
いる。

保育課程は策定されていますが、全職員参画のもと内容を見直し、今後は保育所保
育指針全体をとらえて、あけぼのひだまり保育園の実態に即した保育課程に改善す
ることが望まれます。

乳児保育のための適切な環境が整備され、保育の内容や方法に配
慮されている。

全職員へのSIDS（乳幼児突然死症候群）に関する必要な知識についてマニュアル
等を通じて周知しています。今後、更に研修等により学ぶ機会を持つなどし、
SIDS防止の取り組みの振り返り等、現場の危機意識を高めることが望まれます。
個別の指導計画を作成し、一人ひとりの子どもの状態に即した保育に努めていま
す。特定の保育者と継続的な関わりが保てるよう、担当制で保育しています。

１・２歳児の保育において養護と教育の一体的展開がされるよう
な適切な環境が整備され、保育の内容や方法に配慮されている。

子どもたちが好きなあそびを選択して楽しめるよう、発達や興味に合わせたコー
ナーを設ける等環境作りに努めています。園舎は中学校の敷地内にあるので、中学
生が休み時間を利用して声を掛けてくれる等の交流が見られます。

３歳以上児の保育において養護と教育の一体的展開がされるよう
な適切な環境が整備され、保育の内容や方法に配慮されている。

※０歳～２歳児対象の保育園のため、この項目は非該当となります。

小学校との連携や就学を見通した計画に基づいて、保育の内容や
方法、保護者とのかかわりに配慮されている。

※０歳～２歳児対象の保育園のため、この項目は非該当となります。
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評価結果

Ａ-１-(2)-① b

（コメント）

Ａ-１-(2)-② a

（コメント）

Ａ-１-(2)-③ a

（コメント）

Ａ-１-(2)-④ a

（コメント）

Ａ-１-(2)-⑤ a

（コメント）

Ａ-１-(3)-① b

（コメント）

Ａ-１-(２) 環境を通して行う保育

生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごすことのでき
るような人的・物的環境が整備されている。

保育室の窓は大きく取られ、採光と木のぬくもりを感じられる環境を整備していま
す。天井の色を高さにより変え、子どもたちが寝転がってあそぶ際に様々な色彩が
楽しめるようにしています。トイレは子どもたちが使いやすいよう、着脱のスペー
スを設けたり便座を温かくするなど配慮しています。

子どもが基本的な生活習慣を身につけ、積極的に身体的な活動が
できるような環境が整備されている。

個々の成長に合わせてトイレトレーニングや衣服の着脱等の確立に努め、“自分で
できた”という気持ちを大切に保育にあたっています。園庭の他、近所の公園にも
週に２回ほど出掛けるなど、戸外で体を十分に動かして遊ぶ時間を確保していま
す。

子どもが主体的に活動し、様々な人間関係や友だちとの協同的な
体験ができるような人的・物的環境が整備されている。

グループ保育という事では、１２月に０歳児から２歳児までが異年齢のグループに
別れ、1か月間過ごし交流しています。花の水やりや、保育士と一緒に食事を給食
室までもらいに行く等、子どもたちが役割を果たせるような取り組みも工夫をして
行っています。

子どもが主体的に身近な自然や社会とかかわれるような人的・物
的環境が整備されている。

園庭で見つけたアゲハ蝶の卵を育て孵化の様子をみたり、夏野菜を栽培するなど、
子どもたちが身近な自然に積極的に関われるように努めています。親子遠足として
地域の公共機関を利用する等、社会体験が得られる機会を工夫しています。

子どもが言葉豊かな言語環境に触れたり、様々な表現活動が自由
に体験できるような人的・物的環境が整備されている。

長時間保育の時間も利用しながら、絵本の読み聞かせや紙芝居等、積極的に取り入
れています。クレヨンや紙等様々な素材や用具等は、低年齢児という事もあり子ど
もの興味や発達にあわせて保育者が選び用意して遊びます。出来上がった作品はそ
の都度部屋に展示し保護者の方に見てもらっています。

Ａ-１-(３) 職員の資質向上

保育士等が主体的に自己評価に取り組み、保育の改善が図られて
いる。

個人が自らの保育実践を振り返り自己評価に取り組んでいます。今後職員一人ひと
りの自己評価もとにした全体での話し合いを行い、互いの学びや意識の向上につな
がっていくような自己評価の取り組みが望まれます。
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評価結果

Ａ-２-(1)-① a

（コメント）

Ａ-２-(1)-② 非該当

（コメント）

Ａ-２-(1)-③ b

（コメント）

Ａ-２-(2)-① a

（コメント）

Ａ-２-(2)-② b

（コメント）

Ａ-２-(2)-③ a

（コメント）

Ａ-２-(2)-④ a

（コメント）

Ａ-２ 子どもの生活と発達

Ａ-２-(１) 生活と発達の連続性

子ども一人ひとりを受容し、理解を深めて働きかけや援助が行わ
れている。

ハンドブック（連絡帳）や送迎時の保護者との情報交換により、子ども一人ひとり
を把握するよう努めています。“子どもの思いに寄り添って保育を行う”という事
を常に心掛けて保育にあたっています。

障がいのある子どもが安心して生活できる保育環境が整備され、
保育の内容や方法に配慮がみられる。

※障がい児保育を行う体制は整えていますが、現在、対象児がいないため、非該当
です。

長時間にわたる保育のための環境が整備され、保育の内容や方法
が配慮されている。

延長保育時の子どもの状況の引き継ぎは口頭とあわせて伝達ノートで行っていま
す。伝達ノートは翌朝の受け入れ時の際にも活用し、前日の確認等を行っていま
す。長時間保育時のおやつについて、その内容が保護者にわかるよう、献立表等に
記載することが望まれます。

Ａ-２-(２) 子どもの福祉を増進することに最もふさわしい生活の場

子どもの健康管理は、子ども一人ひとりの健康状態に応じて実施
している。

既往症や予防接種の状況については年に３回、紙面に記入してもらうことで把握し
ています。看護師が毎日１０時と１５時に全園児の視診を行い、保育士と連携しな
がら子どもたちの体調管理に努めています。

 食事を楽しむことができる工夫をしている。

栄養士がその日の調理前の食材を保育室に持って行き、子どもたちが見たり触れた
りすることにより、食に関心を持てるよう工夫しています。園庭では、夏みかんや
夏野菜等、栽培・収穫の体験も行っています。

乳幼児にふさわしい食生活が展開されるよう、食事について見直
しや改善をしている。

栄養士が子どもたちの食事の様子を見る機会を持ち、子どもたちの食べる量や好き
嫌いを把握しています。ほぼ毎日、手作りおやつを提供しています。献立について
は豊中市の献立をもとに、季節の食材や行事食を取り入れるよう園独自で工夫して
います。

健康診断・歯科健診の結果について、保護者や職員に伝達し、そ
れを保育に反映させている。

内科健診は年に６回、歯科健診は年に２回実施しており、事前に保護者から気にな
る事を聞き、結果を伝えています。
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評価結果

Ａ-２-(3)-① a

（コメント）

Ａ-２-(3)-② b

（コメント）

評価結果

Ａ-３-(1)-① b

（コメント）

Ａ-３-(1)-② a

（コメント）

Ａ-３-(1)-③ a

（コメント）

Ａ-３-(1)-④ b

（コメント）

Ａ-２-(３) 健康及び安全の実施体制

アレルギ－疾患、慢性疾患等をもつ子どもに対し、主治医からの
指示を得て、適切な対応を行っている。

アレルギー児の保護者に、医師からの診断書（年２回）とアレルギー除去食チェッ
ク表を提出してもらい、適切に対応しています。食事の提供はトレーを使用し、誤
食の無いよう注意しています。

調理場、水周りなどの衛生管理が適切に実施され、食中毒等の発
生時に対応できるような体制が整備されている。

衛生管理に関してはマニュアルをもとに話し合いを行っています。職員へは回覧等
で周知していますが、今後は研修を行うなど、職員全体で意識を更に向上させてい
く取り組みが望まれます。

Ａ-３ 保護者に対する支援

Ａ-３-(１) 家庭との緊密な連携

 子どもの食生活を充実させるために、家庭と連携している。

園の食事については、保育参加の時に保護者に試食してもらう機会を設けていま
す。また玄関にはレシピを用意し自由に持ち帰ってもらう等、保育園の食事に対す
る関心を促しています。

 家庭と子どもの保育が密接に関連した保護者支援を行っている。

ハンドブック（連絡帳）を通じて日常的な情報交換を行っています。また、個人懇
談も年１回実施し、その他にも必要に応じて個別に相談に応じる等、保護者支援に
も積極的に取り組んでいます。

子どもの発達や育児などについて、懇談会などの話し合いの場に
加えて、保護者と共通の理解を得るための機会を設けている。

クラス懇談会は年２回行われており、事前に行う保護者へのアンケート結果に基づ
いて話し合いのテーマを決め実施しています。また保育参加として保護者の方に保
育に入ってもらい、その後の懇談を通じて子どもの発達や育児などについて共通理
解が図れるよう取り組んでいます。

虐待に対応できる保育所内の体制の下、不適切な養育や虐待を受
けていると疑われる子どもの早期発見及び虐待の予防に努めてい
る。

虐待防止マニュアルを整備し、不適切な養育や虐待の早期発見と予防に努め、各関
係機関とも連携を図っていますが、今後は虐待防止に関する研修の実施が期待され
ます。
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評価結果

Ａ-４-(1)-① b

（コメント）

Ａ-４ 子どもの発達・生活援助

Ａ-４-(1) 子どもの発達・生活援助

体罰等子どもへの不適切な対応が行われないよう、防止と早期発
見に取組んでいる

就業規則に体罰の禁止を明記しています。気になる状況や場面について職員会議の
中でその都度話し合いを行っていますが、保育園全体で体系化した形で体罰に関す
る研修を行うことが期待されます。
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調査の概要

利用者（保護者）への聞き取り等の結果（概要）

調 査 方 法 アンケート調査

 あけぼのひだまり保育園を現在利用している保護者３２世帯を対象に調査を行いました。送
迎の時間を利用して保育園から調査票を配付してもらい、回収は評価機関へ直接郵送する形を
とり、１８世帯から回答がありました。（回答率５６.３％）

 特に満足度の高い項目として

「保育園に入園した際に、保育の内容や方法について、説明がありましたか」
「健康診断の結果について、園から伝えられていますか」
「献立表やサンプル表示などで、毎日給食の内容がわかるようになっていますか」
「給食のメニューは、充実していますか」
「お子さんの給食の食べ具合は、必要に応じて連絡されていますか」
「懇談会や保育参観など保護者が保育に参加する機会がありますか」

が100％の満足度、

「入園後も、保育園やクラスの様子などについて｢園だより｣、「クラスだより」等を通じて、
判りやすく伝えられていますか」
「送迎時の保育士との話や連絡帳などを通じて、園や家庭での子どもの様子について情報交換
がされていますか」
「日常的な情報交換に加え、別の機会を設けて相談に応じたり、個別面接などを行ったりして
いますか」

が90％を超える満足度となっています。

利用者（保護者）への聞き取り等の結果

調査対象者 あけぼのひだまり保育園を利用中の保護者

調査対象者数  ３２ 世帯
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福祉サービス第三者評価結果報告書【受審施設・事業所情報】 
における項目の定義等について 

 
 
①【職員・従業員数】 

●以下の項目について、雇用形態（施設・事業所における呼称による分類）による区分で
記載しています。 

 
▶正規の職員・従業員 
・一般職員や正社員などと呼ばれている人の人数。 
 
▶非正規の職員・従業員 
・パート、アルバイト、労働者派遣事業所の派遣社員、契約社員、嘱託などと呼ばれ
ている人の人数。 

 
 
②【専門職員】 

●社会福祉⼠、介護福祉⼠、精神保健福祉⼠、介護⽀援専⾨員、訪問介護員、理学療法⼠、
作業療法⼠、⾔語聴覚士、保育士、社会福祉主事、医師、薬剤師、看護師、准看護師、
保健師、栄養士等の福祉・保健・医療に関するものについて、専門職名及びその人数を
記載しています。 

 
 
③【施設・設備の概要】 

●施設・設備の概要（居室の種類、その数及び居室以外の設備等の種類、その数）につい
て記載しています。特に、特徴的なもの、施設・事業所が利⽤される⽅等にアピールし
たい居室及び設備等を優先的に記載しています。併せて、【施設・事業所の特徴的な取
組】の欄にも記載している場合があります。 

 
 例 

居室 ●個室、2人部屋、3人部屋、4人部屋 等 

設備等 ●保育室（0才児、1才児、2才児、3才児、4才児、5才児）、調乳室、 
洗⾯室、浴室、調理室、更⾐室、医務室、機能訓練室、講堂 等 
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